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        どうぞお集まり下さい。

 この夏､父の収骨と娘の得度で本山に行って参りました。三回忌も終へ

 亡き人をご縁として本山に足を運び､亡き人の願いに導かれ御聖人の願
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骨が縁となり娘が得度を受け、初めて

偈を勤めたのです。

のです。

“有り難いご縁”を尊いことと受け止

法衣をまとって本山の阿弥陀堂で正信

         今年も報恩講を厳修する時節となりました。皆様、お誘い合わせの上､

         宗祖親鸞聖人への報恩感謝と共に、尊い御法縁をいただき、自らがお
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        念仏の教えに出会っていけることを願っております。

が真宗の生かされた道ということでし

ょう。

　　　　　　  　　　          　(本山得度記念写真より）

　　　 　写真中央､左手に数珠を持っているのが娘です

娘に届いて、貴重な“ご縁”を戴いた

勅使　英照　師

１０月２５日　  午前１０時半より(正信偈真四句目下　五淘次第六首）

　　                  正午　おとき（食事）

                        午後　１時半より(伽陀･登高座、正信偈同朋奉讃）

　　　 第 4 号  　 2 0 0 7 年    　秋

め、積極的に感謝していく生活、それ

無事お骨を収め、ほっとした気持と共に喜ばしく思っています。

                                   ℡(052) 711-3348  携帯電話 090-3458-1420

全く考えていなかったものの、父の収

 実に“ご縁”だと思います。得度は

 まさに、亡き人の願いが私達を導き、

な意義があるのですね。

      〒464-0007

    名古屋市千種区竹越二丁目８番１１号

 夏が終わり季節が変わりつつあります。今年も例年通り､いや例年にも

増して暑い夏でしたね。

大 應 寺大 應 寺大 應 寺大 應 寺
　                      　                      　                      　                      真宗大谷派真宗大谷派真宗大谷派真宗大谷派  香流山  香流山  香流山  香流山

いに出会っていく。本山収骨にはそん


